
選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 新技術の導入 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24字×25字 

１ ．  多 面 的 な 課 題 と そ の 観 点  

（ １ ） い か に 導 入 の ハ ー ド ル を 下 げ る か  

 激 甚 化 ・ 頻 発 化 す る 災 害 の 対 策 や 高 齢 化 社 会 を 支 え

る た め 、 新 技 術 に よ る マ ン パ ワ ー の 補 完 が 求 め ら れ て

い る 。 し か し 、 新 し い も の に 対 す る 抵 抗 感 や 変 化 を 嫌

う 体 制 な ど を 理 由 に そ の 導 入 の ハ ー ド ル は 高 い 。 よ っ

て 、 制 度 面 の 観 点 か ら 新 技 術 の 導 入 に あ た り 、 い か に

導 入 の ハ ー ド ル を 下 げ る か が 課 題 で あ る 。  

（ ２ ） い か に 導 入 効 果 を 検 証 す る か  

 新 技 術 の 導 入 を 広 く 推 進 す る た め に は 、 そ の 効 果 を

示 す 必 要 が あ る 。 客 観 的 な 効 果 を 示 す こ と に よ り 、 導

入 の イ ン セ ン テ ィ ブ が 高 ま る と と も に 、 新 技 術 の 適 切

な 運 用 が 可 能 と な る 。 よ っ て 、 品 質 を 確 保 す る 観 点 か

ら 、 導 入 効 果 を 検 証 す る 必 要 が あ る 。  

（ ３ ） い か に 民 間 の 技 術 開 発 を 支 援 す る か  

 社 会 情 勢 の 変 化 等 に 柔 軟 に 対 応 す る た め は 、 持 続 的

な 技 術 開 発 は 不 可 欠 で あ る 。 新 た な 技 術 は 、 効 率 性 を

高 め 建 設 コ ス ト の 抑 制 に も 寄 与 す る 。 よ っ て 、 建 設 コ

ス ト を 削 減 す る 観 点 か ら 、 新 技 術 の 開 発 を 支 援 す る 土

壌 を 作 り 上 げ る こ と が 課 題 で あ る 。  

２ ．  最 も 重 要 な 課 題 と そ の 解 決 策  

上 記 、 ３ つ の 課 題 の う ち 、「 い か に 実 際 の 工 事 に 導

入 す る か 」 を 最 も 重 要 な 課 題 に 選 定 し 、 以 下 に 解 決 策

を 述 べ る 。  

（ １ ） 使 い づ ら さ の 払 拭  



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 新技術の導入 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24字×25字 

① 情 報 提 供 の 工 夫 に よ る 導 入 抵 抗 の 削 減  

 新 技 術 の 導 入 抵 抗 を 減 少 さ せ る た め 、 使 用 へ の 安 心

感 、 導 入 効 果 等 の 情 報 を 提 供 す る 。 具 体 的 に は 、 工 事

現 場 の 想 定 さ れ る シ ー ン に お い て 、 試 験 的 な 施 工 を 行

う 。 ま た 、 こ れ ら の 情 報 提 供 ・ 収 集 を 可 能 に す る デ ー

タ プ ラ ッ ト ホ ー ム を 構 築 し 、 誰 も が 速 や か に 情 報 に ア

ク セ ス で き る よ う 環 境 整 備 を 行 う 。  

② 技 術 の 改 良  

 新 技 術 を 更 に 使 い や す く す る た め 、 ユ ー ザ ー の 意 見

を 取 り 入 れ た 技 術 の 改 良 を 促 進 す る 。 技 術 改 良 に あ た

っ て は 、 新 技 術 に 関 す る フ ォ ー ラ ム の 開 催 や 、 建 設 分

野 に 限 ら な い 横 断 的 な 連 携 を 図 る 。 こ の よ う な 取 り 組

み に よ り 、 新 技 術 の ブ レ イ ク ス ル ー を 促 し 、 技 術 が 発

展 し 続 け る 仕 組 み づ く り が 重 要 で あ る 。  

（ ２ ） 入 札 制 度 の 改 善  

 新 技 術 を 導 入 す る こ と に よ り 、 環 境 の 保 全 や 労 務 管

理 等 の 副 次 的 効 果 が あ る 場 合 、 コ ス ト 以 外 で も 競 争 原

理 が 働 く よ う に 、 入 札 制 度 を コ ス ト 偏 重 体 制 か ら 脱 却

す る 必 要 が あ る 。 よ っ て 、 総 合 評 価 制 度 や プ ロ ポ ー ザ

ル 方 式 の 積 極 的 な 活 用 を 推 進 す る 。 新 技 術 の 導 入 が 適

切 に 評 価 さ れ 、 事 業 者 選 定 の 大 き な 要 因 と な る よ う 入

札 制 度 を 改 善 す る 。 こ の 改 善 を 図 る た め 、 総 合 評 価 制

度 や プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 を 現 状 よ り さ ら に 簡 略 し 、 短 期

間 で 評 価 選 定 で き る 体 制 づ く り を 進 め る 。  

（ ３ ） 基 準 類 の 整 備  



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 新技術の導入 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24字×25字 

① 積 算 基 準 の 整 備  

新 技 術 を 適 正 な 価 格 で 市 場 に 導 入 す る た め に は 、 積

算 基 準 を 整 備 す る 必 要 が あ る 。 積 算 基 準 は 、 新 技 術 の

開 発 と セ ッ ト で 定 め 、 速 や か に 設 計 等 に 反 映 で き る 状

態 に す る 必 要 が あ る 。 新 技 術 の 効 果 に 即 し た 単 価 設 定

や 、 新 基 準 の 導 入 に 必 要 と な る 間 接 費 の 適 切 な 計 上 を

正 確 に 設 定 す る 必 要 が あ る 。  

② 検 査 基 準 の 評 価 整 備  

工 事 検 査 に お い て も 、 積 極 的 に 新 技 術 を 評 価 す る 検

査 基 準 を 定 量 的 に 定 め る 必 要 が あ る 。 こ れ に よ り 、 導

入 意 欲 が 高 ま り 、 新 技 術 の 普 及 が 加 速 化 さ れ る 。  

３ ．  波 及 効 果  

上 記 の 解 決 策 を 実 行 す る こ と に よ り 、 工 事 の 省 力 化

や 業 務 の 効 率 化 と い っ た 波 及 効 果 が 生 じ る 。  

４ ．  新 た な 懸 念 事 項 と 対 応 策  

新 技 術 の 導 入 に よ り 、 人 の 手 を 必 要 と し な い 業 務 が

多 く な る こ と か ら 、 若 手 技 術 者 の 技 術 力 低 下 が 懸 念 さ

れ る 。 こ れ ら の 課 題 を 解 決 す る た め に は 、 教 育 や 研 修

制 度 の 充 実 、 資 格 制 度 の 積 極 的 な 活 用 、 お よ び 資 格 取

得 の 義 務 化 を 図 る 。  

５ ．  必 用 な 要 件 と 留 意 点  

 業 務 に あ た っ て は 、 常 に 社 会 全 体 に お け る 公 益 を 確

保 す る 観 点 と 、 安 全 ・ 安 心 な 社 会 資 本 ス ト ッ ク を 構 築

し て 維 持 し 続 け る 観 点 を 持 つ 必 要 が あ る 。 業 務 の 各 段

階 で 常 に こ れ ら を 意 識 す る よ う 留 意 す る 。    以 上  


